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Abstract
　　Since the modern history of Inner Mongolia tends to be composed of the “revolutionary 
history” of the Communist Party of China, the Chinese National Party, the People’s 
Revolutionary Party of the Inner Mongolia, etc., its basic historical facts are still largely 
unknown. This paper examines the actual situation of the activities of Mongolian Nobles 
in Beijing using primary historical materials and clarifies that their activities in the early 
twentieth century were the basis for the regional formation of modern-day Inner Mongolia.








































































































































































































































































名　　前 区分 出　　身 爵位・駐京額 官職・議員 備　　考
阿穆爾霊圭 駐京 ホルチン左翼後旗 博多勒 台親王・駐京額 御前行走 ジャサグ
阿勒坦瓦斉爾 駐京 ホルチン左翼後旗 貝勒・駐京額
博迪蘇 駐京 ホルチン左翼後旗 輔国公・駐京額 御前大臣、資政院
鄂哩雅蘇 駐京 ホルチン左翼後旗 頭等タイジ・駐京額
達賚 駐京 ホルチン左翼中旗 輔国公・駐京額
煕凌阿 駐京 ハラチン左翼旗 貝勒・駐京額 ジャサグ
都凌阿 駐京 ハラチン左翼旗 二等タブナン・駐京額
卓凌阿 駐京 ハラチン左翼旗 二等タブナン・駐京額
棍布扎布 駐京 トメド右翼旗 貝子・駐京額 ジャサグ
蘇珠克図巴図爾 駐京 ナイマン旗 郡王・駐京額
那彦図 駐京 ハルハ中路中左旗 和碩親王・駐京額 御前大臣・資政院 ジャサグ
祺誠武 駐京 ハルハ中路中左旗 公銜タイジ・駐京額 那彦図の長男
祺克坦 駐京 ハルハ中路中左旗 頭等タイジ・駐京額 那彦図の次男
車林巴布 駐京 ハルハ後路中右旗 郡王・駐京額 ジャサグ
鄂多台 駐京 ハルハ後路中右旗 二等タイジ・駐京額 車林巴布の従弟
車林端多布 駐京 ハルハ後路中右旗 四等タイジ・駐京額 鄂多台の長男
車林桑都布 駐京 ハルハ後路中右旗 四等タイジ・駐京額 鄂多台の次男
鄂索爾土 駐京 ハルハ後路中右旗 二等タイジ・駐京額
鄂伯 台 駐京 ハルハ後路中右旗 四等タイジ・駐京額
鄂爾海 駐京 ハルハ後路中右旗 四等タイジ・駐京額
唐古色 駐京 チョロス旗 貝子・駐京額
色旺端 布 在京 ホルチン左翼中旗 卓哩克図親王・駐京額
棍楚克蘇隆 在京 ホルチン左翼前旗 郡王・駐京額
貢桑諾爾布 在京 ハラチン右翼旗 郡王・駐京額 御前行走・資政院
漢羅扎布 在京 ハラチン中旗 タブナン・駐京額 ジャサグ





















































































































































































































































































































力を発揮し、1915年 6 月 7 日のキャフタ協定に
より、現在のような形で国境線が引かれることに
つながったのである［橘2011a、橘2012］。































































































名前 出身 最高爵位 官職 議員 備考
阿穆爾霊圭 ホルチン左翼後旗 和碩博多勒 台親王 都翊衛使 臨時参議院議員・第一回国会参議院議員・憲法起草委員会委員・安福国会参議院議員 ジャサグ
阿勒坦瓦斉爾 ホルチン左翼後旗 親王銜多羅郡王 臨時参議院議員・安福国会衆議院議員
那遜阿爾畢吉 ホルチン左翼後旗 多羅郡王 翊衛使
博迪蘇 ホルチン左翼後旗 固山貝子 臨時参議院議員
阿勒坦巴図爾 ホルチン左翼後旗 固山貝子 翊衛使






吉爾格朗＊ ホルチン左翼後旗 タイジ 翊衛官
色旺端 布 ホルチン左翼中旗 和碩卓哩克図親王 翊衛使 臨時参議院議員
賀喜業勒図墨爾根 ホルチン左翼中旗 和碩卓哩克図親王 1920年　爵位を継ぐ
陽倉扎布 ホルチン左翼中旗 和碩温都爾親王 翊衛使 盟務
達賚 ホルチン左翼中旗 固山貝子 翊衛副使 臨時参議院議員
烏泰 ホルチン右翼前旗 多羅扎薩克図郡王
巴雅斯固朗 ホルチン右翼前旗 多羅扎薩克図郡王 1920年　爵位を継ぐ
烏爾図那蘇図 ドゥルベド旗 貝子 翊衛使 盟務
煕凌阿 ハラチン左翼旗 親王銜多羅郡王 翊衛使 臨時参議院議員・国会参議院議員・国会衆議院議員 ジャサグ
鄂斎爾旺保 ハラチン左翼旗 多羅郡王 1918年　爵位を継ぐ
都凌阿 ハラチン左翼旗 輔国公
卓凌阿 ハラチン左翼旗 輔国公
鄂斎爾巴図 ハラチン左翼旗 輔国公 翊衛官
昭那蘇図＊ ハラチン左翼旗 輔国公 国会衆議院議員
貢桑諾爾布 ハラチン右翼旗 和碩都楞親王 蒙蔵院総裁・暢威将軍 国会参議院議員・政治会議議員・憲法起草委員会委員 ジャサグ・盟長
篤多博 ハラチン右翼旗 貝子 貢桑諾爾布の長男
篤 博 ハラチン右翼旗 鎮国公 貢桑諾爾布の次男
扎木遜朗扎布 ハラチン右翼旗 貝子銜鎮国公 翊衛副使
蘇達納睦 ハラチン右翼旗 貝子銜鎮国公
羅布桑車珠爾＊ ハラチン右翼旗 鎮国公 臨時参議院議員・第一回国会議員・安福国会衆議院議員
海永溥＊ ハラチン右翼旗 鎮国公 翊衛官 海山の息子
侯連珠＊ ハラチン右翼旗 鎮国公
恩和阿木爾＊ ハラチン右翼旗 鎮国公銜輔国公 翊衛官 国会衆議院議員 阿育勒烏貴の息子
吉雅図＊ ハラチン右翼旗 輔国公 翊衛官 臨時参議院参政
阿育勒烏貴＊ ハラチン右翼旗 輔国公 国会衆議院議員・国会参議院議員・安福国会衆議院議員・安福国会参議院議員
希爾巴敦魯布＊ ハラチン右翼旗 輔国公 翊衛使
包文昇＊ ハラチン右翼旗 輔国公
連陞＊ ハラチン右翼旗 輔国公




海永 ＊ ハラチン右翼旗 タイジ
海永潤 ハラチン右翼旗 タイジ
漢羅扎布 ハラチン中旗 多羅郡王 安福国会参議院議員 ジャサグ
巴布色楞 ハラチン中旗 貝子銜鎮国公
特古斯巴雅爾 トメド左翼旗 輔国公 翊衛副使
棍布扎布 トメド右翼旗 親王銜多羅郡王 約法議員・国会参議院議員 ジャサグ
扎木巴拉多爾済 トメド右翼旗 輔国公
蘇珠克図巴図爾 ナイマン旗 和碩達爾汗親王 遐威将軍
色丹那木扎勒旺保 バーリン左翼旗 多羅郡王
扎 爾 バーリン右翼旗 和碩親王 翊衛使 国会参議院議員・安福国会参議院議員 ジャサグ・盟長
色丹巴勒珠爾 オーハン左翼旗 貝子 臨時参議院議員・国会参議院議員
阿勒瑪斯図 オーハン右翼旗 貝子銜鎮国公 翊衛副使 国会参議院議員 盟務
オーハン南旗 徳色賚都布 多羅郡王 臨時参議院議員・第一回国会参議院議員・安福国会参議院議員 ジャサグ
塔旺布魯克扎勒 アラシャ旗 和碩親王 翼威将軍・蒙蔵院総裁 国会衆議院議員・国会参議院議員 ジャサグ
那彦図 ハルハ中路中左旗 和碩車臣親王 蒙古宣慰使・綏威将軍 臨時参議院議員副議長 ジャサグ
祺誠武 ハルハ中路中左旗 郡王銜貝勒 蒙蔵委副総裁・亨威将軍 臨時参議院議員・国会参議院議員 那彦図の長男
祺克坦 ハルハ中路中左旗 固山貝子 国会参議院議員 那彦図の次男
祺克慎 ハルハ中路中左旗 固山貝子 国会参議院議員 那彦図の三男
祺璞森 ハルハ中路中左旗 鎮国公 翊衛副使 那彦図の四男
祺克泰 ハルハ中路中左旗 鎮国公 那彦図の五男
多隆武 ハルハ中路中左旗 鎮国公
博鐸勒 ハルハ中路中左旗 鎮国公
車林巴布 ハルハ後路中右旗 多羅郡王 ジャサグ
車林端多布 ハルハ後路中右旗 貝子 翊衛副使 国会参議院議員 鄂多台の長男
車林桑都布 ハルハ後路中右旗 鎮国公 安福国会衆議院議員 鄂多台の次男
鄂多台 ハルハ後路中右旗 鎮国公銜輔国公 翊衛副使 臨時衆議院議員・安福国会衆議院議員
車林諾爾布 ハルハ後路中右旗 タイジ 翊衛副使 鄂多台の三男
車林扎木蘇 ハルハ後路中右旗 タイジ 鄂多台の四男






唐古色 チョロス旗 多羅貝勒 臨時参議院議員
納欽布 チョロス旗 公銜タイジ
阿勒坦巴図 チョロス旗 貝勒
湍多布 チョロス旗 タイジ 翊衛官
花連布 チョロス旗 タイジ
布彦孟庫 旧トルグード旗 卓哩克図汗 ジャサグ
拉増 旧トルグード旗 輔国公 国会参議院議員・約法議員
勒塔 旧トルグード東路右旗 和碩畢錫 図親王 襄威将軍 国会参議院議員 ジャサグ
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1 　外藩蒙古・八旗蒙古と並列する形で「内属蒙古」
という大きなカテゴリーを立てるのではなく、これ
らを外藩と八旗の二つのシステムの界面にあった中
間的形態として捉えるべきことが提唱されている［柳
澤2011］。清代モンゴル史の重要な課題である八旗と
モンゴルの関係に関わるこの提唱に筆者も同意する。
しかし、「内属蒙古」とされた諸「モンゴル」は、満
洲の入関に伴って、北京をはじめとする中国各地に
移動し、あくまでも軍政一致の組織である属人主義
的な性質を有する「八旗蒙古」と違って、「外藩蒙古」
と同じく、属地主義的な性質を併せて有した。そし
て、清朝の直轄という点で「外藩蒙古」からも区別
されるため、本稿では便宜的に「内属蒙古」とする。
さらに、この問題は現在中国でモンゴル族から区別
されたダウール・エヴェンキ・オロチョンなどの少
数民族の近現代史にも関わっており、具体的な検討
は別稿に譲りたい。
2 　清朝宗室の娘たちにも、固倫公主・和碩公主・郡
主といった序列が設けられていたが［『辺疆政教名詞
釈義』1933：16-19、杜2013a：322］、本稿では、
王女と総称する。
3 　一例を挙げれば、帰服後のトルグート部の初の朝
覲に際し、色布騰巴勒珠爾が重要な役割を果たした
ことが最近の研究で明らかになっている［楊2018］。
4 　これに関連して、ハラチン版『蒙古源流』という、
チンギス・ハーン家のモンゴル支配の歴史書『蒙古
源流』（チンギス・ハーンの末裔であり、清朝当局と
の合作を拒否したオルドスの王族サガンセチェンが
1662年に編纂した）の「特異な異本」がハラチン王
府にあったことはよく知られている。しかし、この
ハラチン版『蒙古源流』とは、『蒙古源流』の一部と
『アルタン・トブチ』・『成吉思汗行軍記』を合併さ
せたものであり、『蒙古源流』と呼ぶこと自体が妥当
ではない［中見2013：85-86］。当時、チンギス・ハー
ンの祭殿（八白宮）がオルドスにあり、チンギス・
ハーンは西部の人々の記憶に残っているが、駐京額
を輩出した東部の人々の記憶から遠ざかっていた。
この奇妙な異本の存在がそれを物語っているのであ
ろう。
5 　スミスは、「近代以前のアトニ（共通の祖先・歴 
史・文化をもち、ある特定の領域との結びつきをも 
ち、内部での連帯感をもつ、名前をもった人間集団）
を貴族的アトニと平民的アトニに分類し、水平的な
広がりをもつが階層的には上層に限定される貴族的
124 哈　木　格　図
アトニに対し、一方の平民的アトニは、領域的には
狭いが垂直的に地域に深く根ざしている」としてい
る［スミス2000：39、95-100］。一方、小熊英二は、
「貴族や王家は「国際的」な政略結婚を行っていた。
彼らにとって「自国」の平民よりも「他国」の貴族
のほうに親近性があったのである」とする［小熊
1998：641］。
6 　実際、光緒帝は当時の漢人官僚を中心とする「官
弁開墾」に賛同しているが、王公の反発を招致する 
「建省」については一貫して否定していた［張
2010］。清朝皇帝の存在自体が新政によるモンゴル
地域の「直接支配」への移行を阻止するものであっ 
た。
